
 

 
 

令和５年６月２９日 

企画政策課 
 

 

道路に関する新たな取り組みの現地実証実験（社会実験） 

の採択について 

～新八代駅とくまモンポート八代を繋ぐ AIオンデマンドバスの実証実験～ 
 

国土交通省において新たな施策の展開と円滑に事業を執行することを目的とした「道

路に関する新たな取り組みの現地実証実験（社会実験）」に、本市が提案した「デジタル

予約アプリを活用したモビリティ・ハブ実証実験」が令和５年６月２９日に採択されました。 

この実証実験では、新八代駅に交通接続・乗換拠点(モビリティ・ハブ)の機能を整備し、

駅周辺の回遊性を高めるとともに、新八代駅からくまモンポート八代間を繋ぐ新たな AI オ

ンデマンドバスの導入などを行う予定です。 

本実験を着実に実施することにより、市民の皆様の移動利便性の向上に向けた取組を

進めるとともに、「スマートシティやつしろ」の実現に向けた取組みを推進してまいります。 

 

１ 採択実験 デジタル予約アプリを活用したモビリティ・ハブ実証実験 

 

２ 実験概要(別紙参照) 

JＲ新八代駅において、ＡＩオンデマンドバス・タクシー、レンタサイクル等多様な交通手段

を接続させ、デジタル予約アプリを介してシームレスに利用可能とするモビリティ・ハブを整

備することにより、駅周辺の回遊性を高めるとともに、ＪＲ新八代駅からくまモンポート八代ま

での移動手段の確保に関する実証実験を行う。 

 

３ 実証期間 令和５～６年度（２か年） 

  ≪スケジュール(予定)≫ 

  ・令和５年度：新八代駅周辺地区モビリティ・ハブ推進協議会(仮称)の設置 

           現状・課題分析、実証フィールドの選定、デジタル予約アプリの開発等 

  ・令和６年度：AIオンデマンドバス等の新交通サービスの実証実験 

           実証成果の取りまとめ 
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